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v 凡　　例

凡　
　

例

一
、
本
書
は
、
定
家
の
名
歌
の
注
釈
で
あ
る
。
選
歌
の
規
準
と
し
て
、
千
載
、
新
古
今
、
新
勅
撰
入
集
歌
、
及
び
晩
年
の
定
家
卿
百
番
自

歌
合
（
前
稿
本
の
歌
も
含
む
）

─
繁
雑
と
な
る
の
で
、
以
下
「
百
番
」
と
略

─
の
歌
は
、
重
複
が
あ
る
が
、
洩
れ
な
く
す
べ
て
入
れ
た
。

周
知
の
ご
と
く
千
載
集
で
は
、
若
き
定
家
は
父
俊
成
の
助
手
の
役
割
を
果
た
し
た
と
お
ぼ
し
く
、
定
家
自
身
も
初
の
勅
撰
集
入
集
で
あ

る
。
次
の
新
古
今
で
は
、
ま
さ
に
脂
の
乗
り
切
っ
た
円
熟
の
極
み
で
あ
っ
た
定
家
が
新
古
今
歌
壇
を
領
導
し
た
の
で
あ
り
、
人
に
よ
く

知
ら
れ
た
秀
歌
も
多
い
。
三
つ
目
の
新
勅
撰
は
、晩
年
の
定
家
の
単
独
撰
で
あ
り
、百
人
一
首
の
「
こ
ぬ
人
を
…
」
の
歌
も
こ
こ
ヽ
ヽ
に
入
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
人
口
に
膾
炙
し
た
定
家
の
歌
も
含
め
て
、
238
首
を
注
釈
し
た
。

定
家
の
歌
は
、
一
般
に

一
期
・
初
学
・
習
作
期
（
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
24
歳
頃
ま
で
）、
初
学
百
首
、
堀
河
百
首

二
期
・
達
磨
歌
・
新
風
歌
風
期
（
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
25
歳
頃
～
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
35
歳
頃
）、
目
次
参
照
─
以
下
同
じ

─

三
期
・
新
古
今
歌
風
完
成
期
・
妖
艶
風
全
盛
期
（
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
36
歳
頃
～
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
46
歳
頃
）

四
期
・
新
古
今
後
の
反
省
転
換
期
・
建
保
歌
壇
期
（
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
47
歳
頃
～
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
60
歳
頃
）

五
期
・
そ
れ
以
後

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

二
、
本
文
は
、

（229）
　

3037
ま
で
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

拾
遺
愚
草　
上
中
』、『
同　

拾
遺
愚
草　
下　

拾
遺
愚
草
員
外　

…
』（
共
に
朝
日
新
聞

社
）
に
拠
り
、
歌
番
号
は
『
藤
原
定
家
全
歌
集
（
冷
泉
為
臣
編
）』
に
従
っ
た
。
翻
刻
の
方
針
と
し
て
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を

旨
と
し
た
が
、
濁
点
を
付
し
、
底
本
の
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
も
の
は
、（　

）
で
指
摘
し
た
。
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『
千
載
和
歌
集
』（
新 

日
本
古
典
文
学
大
系
10
、
片
野
達
郎
、
松
野
陽
一
、
岩
波
書
店
）
…
新
大
系

 

『
千
載
和
歌
集
』（
和
泉
古
典
叢
書
8
、
上
條
彰
次
、
和
泉
書
院
）
…
和
泉

〈
新
古
今
関
係
〉（
煩
し
く
な
る
の
で
、「
新
古
今
」
と
い
う
文
字
（
及
び
著
者
の
名
）
は
入
れ
な
か
っ
た
）

 

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
三
巻
「
美
濃
の
家
づ
と
」（
筑
摩
書
房
）
…
美
濃

 

『
新
古
今
和
歌
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
28
、
岩
波
書
店
）
…
旧
大
系

 

『
新
古
今
和
歌
集
』（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
）
…
全
書

 

『
新
古
今
和
歌
集
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
26
、
小
学
館
・
新
編
同
43
）
…
全
集

 

『
完
本
新
古
今
和
歌
集
評
釈　
上
、
中
、
下
』（
東
京
堂
）
…
完
本
評
釈

 

『
新
古
今
和
歌
集
全
註
解
』（
有
精
堂
）
…
全
註
解

 

『
新
古
今
和
歌
集　
上
、
下
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
社
）
…
集
成

 

『
新
古
今
和
歌
集
』（
新 

日
本
古
典
文
学
大
系
11
、
岩
波
書
店
）
…
新
大
系

 

『
新
古
今
和
歌
集　
上
、
下
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
角
川
学
芸
出
版
）
…
ソ
フ
ィ
ア

 

『
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈
（
全
六
巻
）』（
角
川
学
芸
出
版
。『
集
成
』『
ソ
フ
ィ
ア
』
と
同
じ
筆
者
（
久
保
田
淳
）
で
あ
り
、
氏
に
は
『
新
古
今

和
歌
集
全
評
釈
（
全
九
巻
）』
の
大
著
が
あ
る
が
、
内
容
は
こ
の
著
に
包
含
さ
れ
る
部
分
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
注
釈
で
は
と
り

あ
げ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
）
…
全
注
釈

〈
新
勅
撰
関
係
〉

 

『
新
勅
撰
和
歌
集
全
釈
（
全
八
巻
）』（
風
間
書
房
、
神
作
光
一
、
長
谷
川
哲
夫
）
…
全
釈

　

ま
た
『
全
歌
集
』
以
外
の
定
家
（
歌
）
の
注
釈
は
、
以
下
で
あ
る
（
拾
遺
愚
草
の
番
号
順
）。

　
三
、
注
釈
は
、【（
口
語
）
訳
】、【
語
注
】、「
補
説
・
参
考
事
項
（
＝
▽
）」
の
順
と
し
た
。【
訳
】
は
原
文
理
解
の
た
め
、
意
訳
で
は
な
く
、

逐
語
訳
と
し
た
。
勅
撰
集
な
ど
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。
ま
た
「
和
歌
文
学
大
系
」（
明
治
ヽ
ヽ

書
院
）
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
上
記
の
名
称
を
省
き
、
例
え
ば
、「
明
治
・
万
代
◦
」
な
ど
と
し
た
。

　

略
称
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

 

『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
久
保
田
淳
、
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
…
久
保
田
（
・
研
究
）

 

『
藤
原
定
家
研
究
〈
増
補
版
〉』
安
田
章
生
、
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
…
安
田

 

『
定
家
の
歌
一
首
』
赤
羽
淑
、
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
…
赤
羽
・
一
首

 

『
藤
原
定
家
（
日
本
詩
人
選
11
）』
安
東
次
男
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
…
安
東

 

『
拾
遺
愚
草
古
注

（上）
　

（中）
　

（下）
』
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
、
同
六
一
（
一
九
八
六
）
年
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
、
そ
の
中
の
「
拾
遺

愚
草
抄
出
聞
書
（
Ｃヽ
類
注
）」、「
拾
遺
愚
草
不
審
ヽ
ヽ
」（
以
上
「

（上）
　

」）、「
拾
遺
愚
草
抄
出
聞
書
（
Ｄヽ
類
注
）」、「
拾
遺
愚
草
摘
抄
ヽ
ヽ
」（
以

上
「

（中）
」）、「
拾
遺
愚
草
俟ヽ
後
抄
」（「

（下）
」）、
な
お
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
7
に
、 「
拾
遺
愚
草
抄
出
聞
書
」（
Ｂヽ
類
注
）
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
順
に
〈
Ｃ
〉〈
不
審
〉〈
Ｄ
〉〈
摘
抄
〉〈
俟
〉〈
Ｂ
〉
と
略
。

 

『
王
朝
の
歌
人
9　

藤
原
定
家
』
久
保
田
淳
、
昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）
年
…
久
保
田
・
定
家

 

『
訳
注　

藤
原
定
家
全
歌
集　
上
、
下
』
久
保
田
淳
、
昭
和
六
〇
、
六
一
（
一
九
八
五
、
一
九
八
六
）
年
…
全
歌
集

 

『
藤
原
定
家
の
歌
風
』
赤
羽
淑
、
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
…
赤
羽

 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
日
本
歌
人
選
011
『
藤
原
定
家
』
村
尾
誠
一
、
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
…
コ
レ

〈
千
載
関
係
〉

 

『
八
代
集
抄　
下
巻
』
…
八
代
集
抄
（
新
古
今
も
で
あ
る
）

 

『
千
載
和
歌
集
』（
岩
波
文
庫
、
久
保
田
淳
、
岩
波
書
店
）
…
文
庫

（上）



viii凡　　例

初
学
百
首
…
『
定
家　

初
学
百
首
、
韻
歌
百
二
十
八
首
、
千
五
百
番
歌
合
百
首
、
内
大
臣
家
百
首　

注
釈
』（
小
田
剛
、
武
蔵
野
書
院
）・

初
学
注
釈
─
略
称
、
以
下
同
じ

─

二
見
浦
百
首
…
『
二
見
浦
百
首　

藤
原
定
家
拾
遺
愚
草
注
釈
』（
佐
々
木
貴
子
・
浅
岡
雅
子
・
神
谷
敏
成
、
桜
楓
社
）・
二
見
浦
注
釈

大
輔
百
首
…
「
藤
原
定
家
『
皇
后
宮
大
輔
百
首
』
注
釈
（
上
）　（
下
）」（
浅
岡
雅
子
・
神
谷
敏
成
、
北
見
大
学
論
集
12
・
13
）・
大
輔
注
釈

閑
居
百
首
…
「『
閑
居
百
首
』
注
釈
（
上
）　（
下
）」（
神
谷
敏
成
、
北
海
道
自
動
車
短
期
大
学
研
究
紀
要
8
・
10
）・
閑
居
注
釈

早
率
百
首
、
重
早
率
百
首
…
『
定
家　

早
率
、
重
早
率
、
十
題
百
首
注
釈
』（
小
田
剛
、
和
泉
書
院
）・
早
率
、
重
早
率
注
釈

十
題
百
首
…
前
述
・
十
題
注
釈

謌
合
百
首
…
『
六
百
番
歌
合
』（
久
保
田
淳
、
山
口
明
穂
、
岩
波
書
店
）・
六
百
番
注
釈

院
初
度
百
首
…
『
定
家　

正
治
百
首
、
御
室
五
十
首
、
院
五
十
首
注
釈
』（
小
田
剛
、
和
泉
書
院
）・
院
初
度
注
釈

千
五
百
番
歌
合
百
首
…
前
述
・
千
五
百
番
注
釈

内
大
臣
家
百
首
…
前
述
・
内
大
臣
注
釈

　

韻
歌
百
二
十
八
首
…
前
述
・
韻
歌
注
釈

仁
和
寺
宮
（
御
室
）
五
十
首
…
前
述
・
御
室
注
釈

院
五
十
首
…
前
述
・
院
五
十
注
釈

最
勝
四
天
王
院
名
所
御
障
子
歌
…
『
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
全
釈
』（
渡
邉
裕
美
子
、
風
間
書
房
）・
最
勝
全
釈
。「
藤
原
定
家
「
最
勝

四
天
王
院
障
子
和
歌
」
覚
書
」（
加
藤
睦
、
立
教
大
学
日
本
文
学
108
）・
最
勝
覚
書

定
家
卿
百
番
自
歌
合
…
『
中
世
和
歌
集　

鎌
倉
篇
』（
川
平
ひ
と
し
、
岩
波
書
店
）・
百
番
注
釈

略
称
は
他
に
も
あ
る
が
、
煩
雑
と
な
る
の
で
、
以
上
で
と
ど
め

ヽ
ヽ
ヽ
る
こ
と
と
す
る
。

（中）



1 初学百首

（上）

初
学
百
首
、
春

⑴ 

1　

い
づ
る
日
の
お（

同

）な
じ
ひ（

光

）

か
り
に
よ（

四
方
）も

の
海
の
／
な
み
に
も
け（

今
日
）ふ

や
は（

春

）る
は
た（

立
）

つ
ら
む（

ん
）

【
訳
】
出
る
日
の
同
じ
光
の
中
に
、
四
辺
の
海
の
波
に
も
今
日
は
春
が
立
つ
の
で
あ
ろ
う
よ
。

初
学
百
首
・
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）、
定
家
20
歳
の
詠
で
あ
り
、
百
首
歌
の
処
女
作
で
も
あ
る
。
組
織
・
歌
題
は
お
お
む
ね
久
安
百

首
と
同
一
と
さ
れ
て
い
る
。　

【
語
注
】
○
よ
も
の
海　

四
海
。
八
代
集
三
例
、
初
出
は
金
葉
311
。　

○
腰
句　

字
余
（
う
）。　

○
た
つ　
「
浪
」
の
縁
語
。

▽
「
春
廿
首
」（
四
季
歌
）、
初
学
百
首
、
及
び
十
五
の
百
首
（
歌
）
の
み
な
ら
ず
、
拾
遺
愚
草
（

2791
首
・
全
歌
集
）
す
べ
て
の
冒
頭
の
一
首
。

百
首
歌
の
巻
頭
は
、
立
春
詠
が
常
套
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
海
上
の
立
春
、
い
つ
も
の
、
昨
日
と
何
ら
変
ら
な
い
同
じ
光
に
、
四
周
の
海
の

波
に
も
今
日
春
は
き
っ
と
立
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
、
寿
い
で
い
る
。
賀
歌
的
詠
。「
や
」
は
疑
問
か
。
①
15
続
千
載
1
、
春
上
「
春
た
つ

こ
こ
ろ
を
よ
み
侍
り
け
る
」、
第
三
句
「
わ
た
つ
海
の
」。
俟
「
日
光
の
て
ら
さ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
き
が
ご
と
く
に
、
今
日
の
立
春
も
又
、

四
海
の
波
上
ま
で
も
同
時
に
へ
だ
て
な
く
い
た
る
べ
き
事
を
い
へ
り
。
誠
に
巻
頭
め
き
大
き
な
る
歌
也
。」。
久
保
田
・
研
究
522
頁
「
立
春

を
海
上
の
日
出
に
お
い
て
視
覚
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
一
首
…
三
句
で
一
字
を
余
し
た
余
裕
あ
る
詠
み
ぶ
り
や
、
構
図
に
窺
え
る
気
宇
の

雄
大
さ
」。
久
保
田
・
定
家
34
、
35
頁
。
赤
羽
103
、
120
頁
。



3 2藤原定家名歌注釈初学百首
【
語
注
】
○
お
も
へ
ば　
「「
思
へ
ば
同
じ
」
を
始
め
、「
思
へ
ば
」
に
「
う
と
き
」「
つ
ら
き
」「
遠
き
」
な
ど
を
重
ね
て
視
野
を
切
り
換
え

る
句
法
。」（
新
大
系
・
百
番
51
）。　

○
か
は
る
色
も
な
し　

月
の
色
か
、
空
の
色
か
ど
ち
ら

ヽ
ヽ
ヽ
か
で
あ
る
が
、「
月
の
色
の
こ
と
と
す
る
」

（
新
勅
撰
・
全
釈
）。　

○
下
句　
「
月
の
光
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
秋
な
の
だ
、
の
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
新
勅
撰
・
全
釈
）。

▽
三
句
切
で
、
天
空
も
思
っ
て
み
て
も
何
ら
変
る
色
も
な
い
、
つ
ま
り
秋
（
の
色
）
こ
そ
が
月
の
光
な
の
だ
と
の
詠
。
初
学
百
首
よ
り
、

唯
一
の
新
勅
撰
自
撰
の
一
首
。
①
9
新
勅
撰
256
、
秋
上
。
⑤
216
百
番
51
。
⑤
335
井
蛙
抄
62
。
Ｃ
4
「
名
歌
也
。「
お
も
へ
ば
」
と
い
ふ
に

心
得
あ
り
。
よ
く
〳
〵
お
も
へ
ば
、
あ
ま
の
原
に
か
は
る
い
ろ
は
なよ

しき
也
（
Ｄ
）。

秋
ば
し
月
の
光
と
成
て
人
に
心
を
つ
く
さ
す
る
か
と
也
。
／

秋
月
揚
明
輝
の
心
也
。」・
Ｄ
193
、
Ｄ
193
の
順
序
「
秋
月
揚
明
輝
の
心
也
。
名
歌
也
。
…
秋
が
ば
し
イ

月
の
光
と
…
か
と
也
。」。
俟
「
秋
の
来
て

月
の
さ
や
か
な
る
事
各
別
に
見
な
し
て
、
あ
ら
ぬ
物
の
や
う
な
る
よ
り
、
つ
く
〴
〵
も
思
ひ
お
も
へ
ば
、
さ
し
て
春
夏
に
か
は
る
色
は
な

き
也
。
秋
気
い
た
り
て
よ
ろ
づ
の
物
す
み
わ
た
り
、
肅
殺
の
気
の
行
は
る
ゝ
よ
り
、
も
の
す
ご
く
心
も
す
み
わ
た
り
て
月
の
光
輝
を
そ
へ

侍
れ
ば
、「
秋
こ
そ
月
の
光
成
け
れ
」
と
い
へ
り
。」。
六
家
抄
949
「
月
は
い
つ
も
お
な
じ
物
な
る
が
、
秋
と
い
へ
ば
一
段
に
み
ゆ
る
ほ
ど

に
、
秋
が
月
の
光
よ
と
也
。」。
久
保
田
・
研
究
533
、
560
頁
。
安
田
384
頁
。
安
東
14
～
25
頁
。
久
保
田
・
定
家
39
頁
。
コ
レ
02
。

初
学
百
首
、
冬

⑷ 

52　

冬
き
て
は
ひ（

一

）と
夜
ふ（

た二

よ夜
）を
た（

　
玉
　
　
笹
　
）

ま
ざ
ゝ
の
／
は
わ（

分
）
け
の
し（

霜

）も
の
と（

所こ
ろ
せ狭

）

き
ま
で

【
訳
】
冬
が
や
っ
て
来
て
は
、
ま
だ
一
夜
二
夜
で
あ
る
の
に
、
も
う
玉
笹
の
葉
の
一
枚
一
枚
に
霜
が
置
く
の
は
、
所
狭
し
と
ま
で
（
に
置

い
て
い
る
）。

【
語
注
】
○
ひ
と
夜
ふ
た
よ　
「
笹
」
の
縁
語
「
一ひ
と
よ
ふ
た
よ

節
二
節
」
を
掛
け
る
。「
一
夜
二
夜
」
及
び
「
二
夜
」
共
に
八
代
集
で
は
、
千
載
一
例

初
学
百
首
、
春

⑵ 
5　

梅
花
こ
ず
ゑ
を
な
べ
て
ふ（

吹
）
く
か（

風

）ぜ
に
／
そ
ら
さ
へ
に（

匂

）ほ
ふ
は（

春

）る
の
あ（

曙

）

け
ぼ
の

【
訳
】
梅
花
（
の
、）
梢
を
す
べ
て
吹
く
風
に
よ
っ
て
、
空
ま
で
も
が
香
っ
て
い
る
美
し
い
春
の
曙
よ
。

【
語
注
】
○
そ
ら
さ
へ
に
ほ
ふ　

詠
歌
一
体
で
制
詞
と
さ
れ
る
。「
定
家
好
み
の
感
覚
の
ひ
ら
め
き
が
あ
る
。」（
安
田
章
生
『
西
行
と
定
家
』

37
頁
）。　

○
は
る
の
あ
け
ぼ
の　
「
秋
の
夕
暮
」
に
対
す
る
。
八
代
集
七
例
（
う
ち
新
古
今
五
）、
初
出
は
千
載
28
。
な
お
「
曙
」
の
八
代

集
初
出
は
後
拾

1102
、
さ
ら
に
「
曙
」
八
代
集
二
〇
例
の
う
ち
、
新
古
今
十
四
例
。

▽
梅
花
の
梢
を
お
し
な
べ
て
吹
く
風
に
、
地
上
の
み
な
ら
ず
、
空
ま
で
も
が
匂
い
美
し
い
春
曙
を
歌
う
。
主
題
は
梅
。
俟
「
梅
花
ざ
か
り

に
、
よ
も
の
花
の
梢
を
を
し
な
べ
て
吹
か
ぜ
な
れ
ば
、「
そ
ら
さ
へ
に
ほ
ふ
」
と
い
へ
り
。」。
久
保
田
529
頁
。
安
田
68
、
69
頁
。
赤
羽
103
、

121
頁
。
田
中
裕
『
水
郷
春
望
新
古
今
私
抄
』
143
、
144
頁
。

【
参
考
】
①
7
千
載
28
「
梅ヽ
が
え
の
花ヽ
に
こ
づ
た
ふ
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
さ
へ
に
ほ
ふ
春
の
曙

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
」（
春
上
、
仁
和
寺
法
親
王
守
覚
）

③
52
義
孝
10
「
春
か
ぜ

ヽ
ヽ
ヽ
の
そ
ら
ヽ
ヽ
な
る
ほ
ど
は
む
め
の
は
な
こ
ず
ゑ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
この

そほ

なか

ほも

うか

しに

ろにヽ

めほヽ

たひヽ

けつ

れつ

」
（
続
）（

①
11
続
古
今
65
）

初
学
百
首
、
秋

⑶ 

37　

あ
ま
の
は（

原

）ら
お（

思

）も
へ
ば
か（

変
）

は
る
色
も
な（

無
）

し
／
勅
撰

秋
こ
そ
月
の
ひ（

光

）

か
り
な
り
け
れ

【
訳
】
大
空
（
を
、）
思
っ
て
み
る
と
変
っ
た
色
も
何
も
な
い
、
秋
は
月
光
こ
そ
が
色ヽ
な
の
だ
。


